
　高石市　高師浜1,2,３丁目の第七区自治会区域　を対象とします。

高石市第七区自治会  地区防災計画（表面）

対象地区の範囲

基本方針

　

防災マップ

地区の自然特性

地区の社会特性

令和４年10月6日作成

・内水・洪水ハザードマップ↓　　　　　　　　

・津波ハザードマップ

　・災害に備え、実践的な防災活動を実施し、高齢者や乳幼児を含めた地域コミュニティ全体の

　　安全・安心を確保する。

　・防災活動をきっかけとして、更なる地域コミュニティの活性化を図る。

　活動目標

　・高石市地震津波総合避難訓練・高石校区防災訓練・防災シンポジウムへの積極的な参加

　・毎月の回覧『北村防災通信』での啓発活動

　・6月.12月　七区自治会内での火災消火訓練

　・今年度の予定

　　・11/12　防災広場にて、高石市危機管理課による、小型可搬消防ポンプの講習、事前練習

　　　　　　（今年、市より初めて譲り受け、訓練を行います。）

　　・12/18　自治会館にてＡＥＤ講習後、防災広場にて小型可搬消防ポンプ・消火器・担架

　　　　　　　車椅子の訓練　　　　　　　

　長期的な活動目標

　七区居住者が防災活動を実践する中で、年々、深化・進化する防災活動を目指す

・平坦な地形であり、標高２～４ｍの低い所に位置する

・高潮では最大3.0m未満の浸水想定

・洪水・内水では最大1.0m未満の浸水想定

・南海トラフ巨大地震では最大で震度6弱の揺れ、津波到達まで約100分、最大3.0m未満の浸水想定

・古い歴史のある地域で、代々この土地に住む人が多い

・高齢者が多く暮らしている

・小学校の登下校見守りを通じてシニア層と子どもたちが顔なじみである

・道幅の狭い箇所もあり、火災延焼時の燃え広がりに懸念がある

・秋祭りや盆踊りなどの行事があるため、子ども会(幼児 小学生) .少年団(中学生)  .青年団(高校生～)

　北親会 (30歳～).北栄会(60歳～)等の自治会各団体の連携が取れている

・高潮ハザードマップ↓

要 保 存



災害時の緊急連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○防災倉庫在庫一覧　2021,3,31現在

本部  （会長） 関 正男  tel ０９０－６６０５－０８７０
          （副会長）柏崎 正雄 tel ０９０－９０４２－０９４９
                           松本 真一   tel ０９０－３４８５－１４４０
  消火班長   山本 真也   tel ０９０－８８８８－２０８１
         青木 裕子 tel   ０９０－６９６９－２７１５
（小型可搬ポンプ）青年団5名・自主防災副会長5名 
 救出救護班長  藤原 末広   tel ０９０－９８６８－７０９９
         筒井 孝臣 tel ０９０－９８７９－９１２９      

防災活動体制（自主防災組織図）

高石市第七区自治会　地区防災計画（裏面）

　　（平常時）組織の総括および消防署・消防団との連携の確保
　　　　　　　訓練計画、各担当の運営指導、住民への防災教育活動　　　　　
　　（災害時）災害の実態に応じた活動体制の指示、各班の活動支援

本 

部

　　（平常時）・避難場所への経路の確認　・避難訓練への参加 
      （災害時）・避難場所や避難路の安全確認　・避難誘導・避難者の把握                                                          

避
難
誘
導

　　（平常時）・防災通信による知識の普及　・情報収集や伝達の訓練　・防災講座の開催
　　（災害時）・災害情報の収集と伝達・地区の被害状況の把握　・消防署、消防団との緊急連絡　　　　　　　

情 

報

　　（平常時）・水や食料の家庭備蓄の呼びかけ　・調理器具等の準備と点検・炊き出し給水の訓練
　　（災害時）・炊き出し給水　・応急物資の調達、配分

給
食
給
水

○自助に関する活動

○共助に関する活動

平常時の取り組み

○住民の避難行動の流れ

災害時の活動

①自分自身の安全確保

テレビ、ラジオ、スマホなどにより正確な災害情報を入手　

②近隣の安全活動
　住民同士で隣家への声掛けを実施

③一時集合場所に集合
　　斎藤耳鼻科前　に集合する。

④安否確認

全員の安否確認

火災発生原因等の確認（通電火災防止のためブレーカーの遮断）

家屋の倒壊や火災の発生、ガス臭気がある場合、初動対策部に救護を要請

⑤避難誘導

南海トラフ巨大地震が発生した場合は鴨公園など津波想定地区外へ。避難

が困難な場合はISE伊勢住宅高師浜7107屋上などへ垂直避難。

⑥避難（指定避難所または在宅避難）
　班は全ての確認が完了後、本部へ報告。隣接班で救護要請があれば活動できる

ように人員確保と資器材の準備
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・車いす　3台　　　　　　　・48ℓゴミ箱　4個

・発電機　1台　　　　　　　・巻き取り式ホース　1台　　　　　

・マルチキャリー1台　　　　・注水式ポリタンク重り　6個

・救急担架　3台　　　　　　

・災害救助工具1式　

（シャベル・ジャッキ、バール、バチツル、ハンマー、ロープ、懐中電灯、手袋、工具箱）

・ヘルメット8個、・木製座椅子2台、・ビニール紐1巻、・７０ℓポリ袋10枚

・消火バケツ　19個、・ガソリン4ℓ1缶

・ちょうちん　1張

・7区自治会旗　1本

・自宅内も含めて危険個所の確認と改善　　　　　　・非常持ち出し品、備蓄品の用意　

・緊急避難場所や指定避難所を確認して家族と共有　・情報収集と通信手段確保

・防災のための活動体制作り　　・要配慮者に関する情報収集と管理

・地域における人材育成　　　　・地区内への防災情報の発信

　　本部  （会長） 関　正男　　tel　０９０－６６０５－０８７０

　         （副会長）柏崎　正雄　tel　０９０－９０４２－０９４９

                            松本　真一   tel　０９０－３４８５－１４４０
　　消火班長　　  山本　真也   tel　090-8888-2081

　　　　　　　　青木　裕子　tel   090-6969-2715        

       （ 小型可搬ポンプ）青年団5名・自主防災副会長5名　

　救出救護班長　　藤原　末広   tel　090-9868-7099

　　　　　　　　　筒井　孝臣　tel　090-9879-9129 　　　　　

　避難誘導班長　　柳本　勇治　tel   090-9610-1784

　　　　　　　　　森川　貴行　tel　090-8798-8483　　　　　　

　　情報班長　　　西井　英一   tel　080-5901-7365

　　　　　　　　　勝田　豊隆　tel　090-8935-1555　　　　　　　

　　（平常時）町内パトロールによる　出火防止の点検、初期消火機材の点検
　　　　　　　初期消火訓練の実施（6月・12月）
　　（災害時）初期消火活動、出火防止と避難の呼びかけ、消防機関との協力
　　　　　      小型可搬ポンプ　青年団5名・自主防災副会長5名　

消 

火

　　（平常時）・災害弱者の把握　・救出、救護訓練
      （災害時）・負傷者等の救出、救護活動　・災害弱者の安全確保
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Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示

Administrator
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Administrator
ハイライト表示




